
- 1 -

令和２年度 学 校 評 価 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自己評価 学校関係者評価 次年度への課題と
今後の改善方策

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見

［１］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
学習指導の充実 ○新型コロナの状況によ
向上と進路指導 ①指導内容を精選 ① 教職員は様々な工夫をして授 ・「教職員は様々な工夫 (評定) 教職員の皆さんの創意工 るが，必要な行事は行
の充実 し，基礎基本の確 業に取り組んでいるかの質問 をして授業に取り組 Ａ 夫により，生徒も授業から いつつ授業時数の確保

実な定着を図るた に対し「おおよそ当てはまる」 んでいるか」の質問 深く学び，高い満足度を抱 を図る。
めに，指導方法の 以上が 80%以上とする。 に対し「おおよそ当て くと思う。
工夫改善を徹底す はまる」以上が 86%で 大変かと思うが，授業の
る。 あった。 創意工夫に努めてもらいた

い。
②学校行事等を精選 ② 授業時数の確保率を 83%以上 ・年度末において，商業 (所見)
し，授業時数の確 にする。 科 84.6%，普通科 83.7% Ａ ・見込みであるが， コロナ禍であるからこそ，
保に努める。 の見込みである。 目標を達成でき さらに個々の生徒の実情に

た。 配慮した指導をお願いした ○ GIGA スクールの生徒
③ ICTの活用・「主 ③ 授業に対して満足している ・授業に対する満足度 ・授業に対する満足 い。 用タブレットが使いこ
体的・対話的で深 かの質問に対し「おおよそ当 「ほぼ満足」以上は 86 Ａ 度は約 28％が「満 なせて授業ができるよ
い学び」をめざす てはまる」以上が 80 ％以上 ％であった。 足」，約 58%が「お コロナ禍にあって，オン うにしていきたい。さ
ことで，よく分か とする。 およそ満足」であ ライン教育の状況はどうで らに，中高一貫教育や
る授業展開を図 った。ほぼ目標は あったかの検討が必要かと 高大接続に関する校内
り，学習意欲を高 達成できている。 思う。 外の研修の機会を増や
め，確かな学力の し奨励していきたい。
向上に努める。

○感染防止対策を取りな
④自らの課題を発見 ④ 計画的な学習ができている ・計画的な学習ができて ・授業には意欲的に がら，「主体的・対話
する力をつけ，主 か，意欲を持って授業に取り いるかは 58%，意欲を Ｂ 取り組んでいる 的で深い学び」が実現
体的に取り組み， 組んでいるかの質問に対し 持って授業に取り組ん が，約 4 割の生徒 できるよう工夫された
自ら考え行動し， 「おおよそ当てはまる」以上 でいるかは 85%が「お が計画的な学習が 授業を展開すること
解決できる資質や が共に 80%以上とする。 およそ当てはまる」以 できていない。 で，さらなる授業力の
能力を育成する。 上であった。 向上及び授業満足度の

向上を図りたい。
⑤進路相談を充実 ⑤ -1 進路検討会を年間３回以上 ・進路検討会を年間３回 ・校外模試成績の分 就職内定率も大事だが，
し，個々の生徒に 行う。 行い，生徒個々の進路 Ｂ 析や，校内実施の その後の離職率にも注目す
応じた支援をする について検討を行うこ 生活実態調査を通 る必要がある。
とともに，集団の とができた。 して生徒の学習状 折角就職できたのに，安
一員としての社会 態を数値で表し全 易に離職しないような指導
適応力や職業観を ⑤ -2 個別面談を各学期 1回以上 ・三者面談を含め，各学 職員で共有するこ をしてもらえれば，尚良い
培い，生徒一人一 実施する。 期１～２回実施した。 Ｂ とで，生徒の実態 かと思う。
人の進路実現を図 を把握し，面談等
る。 を通して生徒の進

⑤ -3 国公立大学への合格者 100 ・総合型選抜，学校推 路指導に役立てる
名を目指す。 薦型選抜Ⅰ（共通テス Ａ ことができた。 共通テストを始め，新し

トを課す・課さない） い入試制度への対応が十分
を含め，３月末で，国 にできたか検証が必要では
公立大学合格者は 104 ないか。
名である。

商業科の現状や将来につ
⑤ -4 商業科において，全商１級 ・全商１級３種目以上 いて，固有の課題や問題点
３種目以上取得者 40 ％以上， 取得者 15.3%，就職内 Ｂ がないのか，検討してほし
就職内定率 100 ％とする。 定率 100%であった。 い。

⑥学校図書室が生徒 ・図書委員が活発に
書の利用に供する ⑥ 図書室利用活性化の為に， ・ほぼ月１回のペースで 活動に参加し，校
ことによって，学 学期に２回，企画展などの 企画展を開催し，生徒 Ａ 外の行事にも積極
校の教育課程の展 活動を行う。 の参加も活発であっ 的に参加した。

Ｂ
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開に寄与し，生徒 た。
の健全な教養を育
成する。 活動計画 活動計画の実施状況

① -1「学力向上委員会」を年間 2 ・「学力向上委員会」を 1 学
回以上実施し，学力向上の 期と 3 学期に各１回実施し
ための方策を検討する。 た。2 学期は都合でできな

かった。

① -2 相互授業参観や授業研究会， ・相互授業参観は 1 学期と 2
職員研修等を年間 2 回以上実 学期に実施したが，授業研
施して授業力の向上を図る。 究会は新型コロナの影響も

あり，できなかっった。ギ
ガスクールの職員研修会を
3学期に 1 回実施した。

・新型コロナの影響 ○新型コロナの状況にも
② 学校行事の精選，各学期末考 ・行事については規模の縮小 もあり，行事が減 よるが，引き続き授業

査後の日程，授業実施曜日の や中止を行った。授業実施 り，授業時数は増 時数の確保に努める。
バランス等，年間を通じての 曜日は，その差が最大３日 加した。 また，曜日や午前午後
入念な計画を立て，授業時数 であった。 の授業時数のバランス
の確保に努める。 も取る。

③ 授業評価アンケートを行い， ・授業評価アンケートは 2学
その結果を授業改善につなげ 期当初に 1 回実施した。集
る。 計結果の返却が 2 学期末に

遅れた。

①，③，④ ・2学期末に学校評価アンケ
学校評価アンケートを行い， ートを行い，目標が達成で
目標が達成できたか評価す きたか評価した。。
る。

④ 放課後等に自習を行える環境 ・特別教室など放課後空き教
を整え，主体的な学習活動が 室での自習は適切に行われ
できるようにする。 ていた。

⑤ -1 進路指導検討会で模試等の ・校外模試の度数分布表を中
分析を行い，その後の学習指 高全学年で回覧し，教科指
導に役立てる。 導に役立てた。

⑤ -2 担任は面談をとおして生徒 ・模試データや課題テストか
が適切な進路選択をできる ら生徒個々の学力の特徴を
ように指導する。 分析しながら，個に応じた

進路指導を行った。

⑤ -3 担任と進路課が連携し，適 ・一人一人に対応したきめ細
切な進路指導を行う。 かな進路指導が行われてい

ると答えた生徒は，72.8 ％
で昨年より増加した。

⑤ -4 資格試験の受験を勧める。 ・資格試験は部活動公式試合
また，インターンシップ等 で受験できない者以外は
体験的な活動を行う。 100%受験した。インター

ンシップは中止となった
が，阿南商工会議所主催の
体験的な活動を実施した。

ＳＤＧｓに興味・関心を
⑥ -1 図書，視聴覚教育の資料， ・本年度蔵書を約２５０冊追 持ってもらい，それに関連

その他学校教育に必要な資料 加した。ＳＤＧｓ学習の資 した，より発展的な授業に
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を収集 ,整理する。 料充実が図れた。 繋げてもらいたい。

［２］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
中高一貫教育の
充実 ①中高教職員のより ① -1 中高一貫教育研究委員会を ・ 中高一貫教育研究委 (評定) 富東の中高一貫教育を今 ○今年度は中高が連携し

緊密な連携のもと 年間 2回以上実施する。 員会を 1,3 学期に各 1 Ｂ 後どのように発展させてい たユネスコスクールと
に，よりよいシラ 回実施した。 くのか，これまでの 10年を しての取組が十分にで
バスの作成や指導 総括する必要があるのでは きなかった。
方法の工夫改善に ないか。 徳島県教育大綱に示さ
取り組み，6 年間 ① -2 中高教職員による相互授業 ・中高教職員による相 (所見) れたようにあらゆる教
の計画的・継続的 参観や中高合同研修会を年 2 互授業参観を 1，2 学 Ｂ 育活動を SDGs に関連
な指導を行うな 回以上実施する。 期に各 1 回，中高合 ・新型コロナ感染防 づけて実施できるよう
か，生徒の個性や 同研修会（情報セキ 止と授業時数確保 行事は精選した上で効
能力を伸長させ ュリティ研修会・ギ が最優先であった 果的な取組を強化して
る。 ガスクール構想研修 ので，さまざまな いきたい。

会）をそれぞれ年 1 学校行事や講演
回実施した。 会，職員研修会は ○中高一貫教育のメリッ

精選して実施する トを実感できるよう，
① -3 複数の科目において中高教 ・英語と数学において例 ことになり，各活 特に進路の動機付けと

職員による授業交流を実施す 年通り中高教職員によ Ｂ 動はこれまでより なる機会を増やせるよ
る。 る授業交流を実施し も縮小された。 うに，高校と中学校と

た。それ以外の科目で の生徒間及び教員間の
は授業交流は進まなか 連携を図っていきた
った。 い。

① -4 中高合同教科会を各学期 1 回 ・中高合同教科会は 1 学 ○行事が過多にならない
以上行う。 期だけしかできなかっ Ｃ よう精選を進めつつ，

た。 中高一貫教育研究委員
会における協議を活性

① -5 ESD（持続可能な開発のため ・ESD 講演会を高校 1 年 化させ，具体案を実行
の教育）活動について連携し， 生対象に実施した。 Ｂ していきたい。
合同の講演会や発表を年 1回 中 2と高 2による合同
以上行う。 発表会を 3 学期に行っ ○中学校及び高校の志願

た。 者増につながるよう広
報活動を強化する必要

活動計画 活動計画の実施状況 がある。

① -1 各学期の中高一貫教育研究 ・中高合同教科会が 1 学期し
委員会までに有効で実施可能 かできなかった。各教科で
な案を検討し，委員会では具 実施可能な案について検討
体的な検討ができるようにす する時間十分に取れなかっ
る。 た。

① -2 中高相互の授業見学，研究 ・中高相互の授業見学は年 2
授業及び研究協議を年２回以 回実施した。研究授業及び
上行う。 研究協議は新型コロナの影

響で実施できなかった。

① -3 数学と英語を中心に中学校 ・例年通り，数学と英語は中
の授業の一部に高校教員が入 学校の授業の一部に高校教
ることで，併設型中高一貫教 員が入った授業を行った。
育のメリットを活かした指導 それ以外に，併設型中高一
法や指導体制を検討する。 貫教育のメリットを活かし

た新たな指導法や指導体制
を始めることはできなかっ
た。

① -4 各学期初めの職員会議後に ・中高合同教科会が 1 学期し
中高合同教科会を行う。 かできなかった。

Ｂ
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① -5 ESD 活動（ユネスコスクー ・公開中止となったので文化
ルの取り組み）を計画的に推 祭の際の「ESD 展」はでき
進する。 なかった。「服のチカラプ

ロジェクト」で子供服を集
める活動も大幅に縮小し
た。JICA への生徒の作文
応募や国際交流活動もでき
なかった。

［３］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○継続的な啓発・学習が
人権尊重の意識 重要である。法の制定
・態度を育む「心 ①「徳島県人権教育 ① -1 人権 HR 学習を年６回（３年 ・人権 HR学習を年６回 (評定) コロナ禍で生活環境が大 やコロナ禍による社会
の教育」の推進 推進方針」に基づ 生は５回）実施する。 （３年生は５回）実施 Ｂ きく変化した家庭も少なく の動きも考慮しなが

き，豊かな人間性 することができた。 ないと思う。 ら，生徒・保護者・教
を身につけさせ， 生徒や保護者の不安や悩 職員が意識を高められ
さまざまな人権問 ① -2「富東人権新聞」を年５回発 ・「富東人権新聞」を年 (所見) み適切に対応し，寄り添っ るよう，年間行事の時
題の解決のため， 行，アピール放送を年２回 ５回発行，アピール放 Ｂ てあげてほしい。 期，内容について課内
主体的に取り組む 実施する。 送を年２回実施するこ ・人権 HR活動は， で検討し，充実したも
能力・実践力の育 とができた。 各学年で指導案作 のにできるように努め
成に努める。 成，検討会を学期 たい。

① -3 生徒対象の人権教育関連行 ・各学年ごとで企画し， ごとに行い，共通
事を年１回以上実施する。 ２学期に１回ずつ講師 Ｂ 理解を図った上で ○月 1回の富東人権の日

を招いての講演を実施 実施することがで で，人権問題について
することができた。事 きた。内容に関し 考える機会を呼びかけ
後の作文やアンケート ても，生徒の実態 たい。また，「富東人
で有意義であったとい を踏まえ，話し合 権新聞」やアピール放
う意見が多数見られ うことができた。 送の内容についても，
た。 担当教員と生徒で内容

・年度当初のアピー を吟味していきたい。
②学校・家庭・地域 ① -4 生徒対象アンケートで「人 ・「行動したい」という ル放送では，生徒
社会との連携を深 権問題について意識し，差別 積極的な意見は 27 ％， Ａ 会長からコロナ差 ○身近な問題として考え
める。 をなくすために行動したい」 「学習することで意識 別について正しい られる生徒が増えるた

とする回答合計が 80%以上に をするようになった」 判断ができるよう めには，教職員の人権
なることをめざす。 という前向きな意見が に呼びかけをし， 感覚を高めていくこと

67 ％であった。入学当 人権学習の大切さ が必要である。各学年
初に比べ，積極的な意 をアピールするこ での人権 HR打ち合わ
見が 8 ％増えた。 とができた。 せや教職員研修の場を

充実したものにできる
② -1 人権問題研修会を教員対象 ・教職員対象に３回，講 ・高校３年間の学習 ように努めたい。また，

年３回以上，PTA 対象年１ 演会等の研修会を実 Ｂ で，人権学習の意 ホープサークル部の活
回以上実施する。 施することができた。 義を前向きにとら 動の充実をさらに図

ＰＴＡ対象の講演会 える生徒が 99 ％ り，中学生との活動も
は，公開授業の中止 を占めた。積極的 広げていきたい。
に伴い実施すること に行動したいとい
ができなかった。 う生徒の割合が増

えたことは，担任
② -2 保護者・教職員対象アンケ ・「おおよそ当てはまる」 をはじめとする教

ートで「人権を尊重するため 以上の回答が教職員 Ａ 職員の取り組みの
の様々な取組が行われてる」 91 ％，保護者 92 ％， 成果があったと考
が 80%以上をめざす。 生徒 94 ％であった。 える。

活動計画 ・教職員に対しては
新しい分野の人権

① -1 人権教育ホームルーム活動 ・指導案を基に各学年で事前 問題についても知
を充実させ，展開等の工夫 検討会を行い，共通理解を 識・理解を深めら
をする。 図って授業を実施すること れるような内容を

ができた。コロナ禍での情 検討したい。

Ｂ
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報リテラシーについても考
える時間を設定できた。 ・保護者には人権

新聞を通じての啓
① -2 月 1 回の「富東人権の日」 ・人権教育推進委員が教員 発はできたが，例

に「富東人権新聞」やアピ と話し合いながら執筆した 年行ってきた講演
ール放送を使って啓発する。 人権新聞を発行したり，ア 等を実施するこ

ピール放送をすることがで とができなかっ
きた。 た。来年度も同

じ状況が続くこ
① -3 講演会等の企画の他，ポス ・富東祭での人権啓発ポスタ とが予想される

ター・標語の作品展示を通 ー展や富東人権週間での ため，内容や実施
して啓発する。 作品展示を実施することが 方法を工夫する必

できた。 要がある。

① -4 卒業時にアンケートを実施 ・実施したアンケートを基
し，入学時との意識の変化 に教職員研修会を行い，
について考察する。 今後の取り組みについて

検討することができた。

② -1 講師を招いての講演会を企 ・年度当初に新入生対象の意
画したり，識字学級への参加 識調査の結果を考察した
を呼びかけ，教職員の人権意 り，各学年ごとでの講演会
識を高める。 への参加を呼びかけたりし

て人権意識の高揚を図るこ
とができた。識字学級は今
年度開講されなかった。

② -2 講師を招いての講演会等の ・今年度は，感染防止の観点
企画をし，保護者への参加を から，保護者の参加を呼び
呼びかける。 かけることはできなかっ

た。

② -2「富東人権新聞」を家庭に持 ・毎回の人権新聞発行時に，
ち帰り，保護者にも読んでも 各家庭で話し合う機会を持
らい，人権意識の高揚を図る つことを担任を通じて呼び
等の継続的な啓発を行う。 かけてもらった。

［４］ 評価指標 評価指標による達成度
豊かな心を育む ○遅刻をしないことや身
生徒指導の推進 ①挨拶，マナー等の ① -1 年間遅刻回数 20回以上の生 ・遅刻回数 20回以上は (評定) だしなみを整えること

基本的生活習慣を 徒を 0人にする。登校日の遅 3人（転学者含む）， Ｂ は，当たり前のことと
身につけさせるよ 刻者 0人の日の割合を 20 ％ 遅刻者 0 人の日の割合 して自然にできるよう
う努める。 以上とする。 は 12.1 ％であった。 声かけを続け，学校全

体での取り組みとした
① -2 身だしなみをきちんとでき ・自己評価が当てはまる (所見) い。

ていると自己評価する生徒の 生徒は昨年度より増加 Ｂ ・多くの生徒は基本
割合を 90 ％以上にする。 したが，87.8 ％と目標 的生活習慣が身に ○何事にも高校生として

には届かなかった。 ついており，身だ ｢自己選択｣｢自己決定｣
しなみについても ｢自己実現」ができる

②いじめや体罰を防 ② いじめと体罰に関するアン ・いじめと体罰に関する おおむね良好であ アンケートだけでなく， よう，担任を通して保
止し，速やかに対 ケートを各学期 1回実施す アンケートを各学期１ Ａ るが，数値目標に 面談・カウンセリング的な 護者との連携を図って
応する。 る。 回実施した。 は届かなかった。 ものを実施することも大切 いきたい。

だと思う。
・いじめや体罰は重 また，「いじめ」という 〇校内の相談活動を身近

③行動・学習面で教 ③ 校内の支援体制について，生 ・生徒，保護者に向けて 大な人権侵害だと 言葉で曖昧に捉えるのでは なもの感じてもらえる
育的支援が必要な 徒・保護者に年３回以上周知 スクールカウンセリン Ｂ 捉え，今後もアン なく，暴行罪・脅迫罪・傷 ように，文書だけでな
生徒を学校全体で し，早期の対応につなげる。 グのお知らせや保健だ ケート調査等を通 害罪等の具体的な刑法上の くホームページや校内
支えていく体制を よりを通して年３回の して早期発見・対 罪名で認識を改めるのも良 の掲示板等を活用した
確立し，特別支援 周知を行った。 処を継続する。 いかと思う。 周知活動に取り組んで

Ｂ
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教育を推進する。 いきたい。
・新型コロナウイル

④全教職員の共通理 ④ 教職員研修を年間１回以上 ・人権教育課と合同で ス感染症による長
解を図り，家庭・ 実施する。 10 月に実施した生徒 Ｂ 期間の臨時休校や
地域・関係諸機関 の講演会を教職員研修 学校行事の規模縮
との連携に努め と兼ねて実施した。 小・中止に伴う心
る。 理的な負担も大き

活動計画 活動計画の実施状況 かったが，相談件
数については大き

① -1 あらゆる場面や領域で共通 ・遅刻者には，その時々での な変化はみられな
理解を図り，望ましい生活習 指導を重ねた。遅刻回数が かった。
慣の育成に努める。多遅刻者 多い生徒については，家庭
には，保護者への連絡を密に との連絡を密にとり協力を
する。 お願いしてきた。

① -2 服装・頭髪・マナーについ ・登校時の昇降口指導や月１
て集会や HRでの指導を通し 回の HRでの服装指導を実
て自覚を高める。挨拶の励行 施した。学年集会では，各
や清掃活動への自主的な取組 学年の教職員全員で共通指
を促す。 導を行った。

② いじめ問題について集会や ・各学期の学年集会やＨＲの
HR での指導を通して啓発を 時間を通して啓発を行っ
行う。 た。

③ スクールカウンセリング等， ・教職員の勧めでカウンセラ
生徒・保護者が相談しやすい ーに繋ぐケースがほとんど
環境づくりに取り組む。 であった。

④ 外部講師による教職員研修 ・感染症対策や行事の精選も
を実施し，支援を必要とする あり実施が難しい状況であ
生徒の共通理解を図る。 ったが人権教育課と合同に

することで実施できた。

［５］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
特別活動の充実

①部活動や生徒会活 ① -1 生徒会新聞を学期に１回以 ・学校行事・壮行会等が (評定) 今の状況では，少人数で ○新型コロナウィルス感
動等で自主的活動 上発行し，部活動・生徒会・各 少ない分，全国大会出 Ｂ の活動も控える方が賢明で 染症が終息に向かわな
の育成を図るとと 種委員会の活動や学校行事をＰ 場選手の紹介等の新聞 あると思う。やはり，「万 いと計画が立たない状
もに，活力あふれ Ｒする。 を発行した。 が一」を考えた行動が大切 況である。
る学校づくりに努 だと考える。
める。 ① -2 球技大会のアンケートで満 ・満足度は 80.4 ％であ (所見)

足度を 82 ％以上にする。 った。コロナの影響で Ｃ ・学校行事において
学年別での開催・種目 は，ほとんどのイ
の制限の影響が出た。 ベントが中止とな

ったが，実施でき
②ボランティア活動 ② -1 学校周辺の清掃ボランテア ・ＨＲごとの清掃奉仕や たものは生徒会中
をとおして，人間 を年 2 回以上実施する。 や生徒会を中心に活動 Ｂ 心に運営すること
としてのよりよい が出来た。 が出来た。例年の
生き方・在り方を 課題である高校３
追求する。 年生の学校行事へ

② -2 地域のボランティア活動を ・ＪＲＣ部・生活科学部 の積極的参加であ
年 6 回以上実施する。 等の部を中心として， Ａ るが，本年度は長

多くのボランティア活 期にわたる臨時休
動に取り組めた。 校の授業の取り返

しや各種イベント
③教員と生徒，生徒 ③ 学校評価アンケートで「各種 ・満足度は 83.3 ％であ の中止で考える時
相互の温かい人間 学校行事は適切で楽しいもので った。コロナの影響で Ｂ 間もなかった。来
関係を育て，生き ある」に対し，「おおよそ当て 多くの学校行事が中止 年度コロナが終息

Ｂ
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生きとした，しか はまる」以上が 80%以上になる。 ・規模縮小となったが していたら，生徒
も調和のとれた人 出来ることを精一杯取 の負担にならない
間性や自主性・社 り組めた。 ような生徒会活動
会性等の伸長を図 の在り方を考えて
る。 活動計画 活動計画の実施状況 いきたい。

① -1 生徒会活動や各種委員会活 ・ほとんどの学校行事が中止 ・このような大変な
動を活発にする。 となり，活動の場を奪われ 時だからこそ損得

た。 勘定だけでなく，
ボランティア活動
等，人のために動

① -2 球技大会はアンケートで種 ・多くの制限を受けたが，生 くことが人の心を
目を決定し，生徒が主体的に 徒会・部活動を中心に主体 動かし人を動かす
運営する。 的に取り組めた。 ことを多くの生徒

に理解してもらい
たい。学業への取

② 地域の防災避難訓練，成人 ・本年は，地域との合同防避 り組みも大切であ
式等のボランティア活動を通 難練はおこなわなかった。 るが，社会貢献が
して社会貢献の意識を高め， 必要であるという
奉仕の精神を育成する。 感性を磨く人の心 〇地域との連携をはかる

を育てるようにし 機会を持つ。
ていきたい。

③ 学校行事の精選をはかりつ ・学校行事ほとんどが中止で
つ，行事がより効果的なもの 精選・改善どころでなかっ
となるよう改善していく。 た。

［６］ 評価指標 総合評価 ○引き続き学校あげて教
心身ともに健康 育委員会や保健所，行
・安全をめざす ①心身の健康管理と ① -1「ほけんだより」を年間７回 ・計画通り｢ほけんだよ (評定) 政と情報を共有し，教
環境教育・安全 健康増進の積極的 以上発行する。年間を通して り｣を７回発行しまし Ｂ 職員と生徒がコロナウ
教育・食育の推 指導を推進する。 感染症や食中毒予防に努め た。今年は新型コロナ イルス感染症予防や対
進 る。インフルエンザ対策啓発 ウイルス感染症が猛威 策の徹底が出来るよう

活動を強化，３回以上行う。 を振るいその対策や予 に啓発を続け，出来る
防啓発を毎日行った。 限り感染者をださない

ように努める。
① -2 中・高校連携を密にして保 ・コロナウイルス感染症 (所見)

健委員会の充実を図る。がん 予防・対策のため外部 Ｂ ・全教職員と生徒が
教育を継続して行い，生徒に 講師を招く事が出来な コロナウイルス感
理解を深めてもらう。２回実 かった。 染症予防や対策の
施し，１回は外部講師を招く。 徹底を図り，学校 ○自他の命の大切さをコ

あげて啓発活動を ロナウイルス感染症を
① -3 新型コロナウイルス感染症 ・全教職員と生徒が共通 行ったので健康教 通して意識させて，人

対策の強化を図り，感染者を 理解を図り，予防の徹 Ａ 育の充実にもなっ 権尊重する気持ちをな
出さないようにする。 底を行い感染者を出さ た。 お一層高める。

②高校期によりよい なかった。
食習慣を身につけ
させて生活習慣病 ② -1 夏季休業中の健康力アップ ・生徒全員が健康の大切 ・良い食習慣や運動 ○健康力アップ作戦を活
予防や生活の質の 作戦を利用して良い食習慣や さを意識した内容を実 Ａ 習慣が健康保持増 用して食育教育の充実
向上を図る。 生活習慣の確立を図る。 行し，効果的であった。 進に大切であるこ を図りたい。

との意識付けにな
② -2 外部講師を招いて（食生活 ・コロナウイルス感染症 った。

が健康増進に大切との内容 の影響で行事の縮小や Ｂ ・体育祭，部活動以 ○部活動練習中の熱中症
の）講習会を１回実施する。 中止により実施出来な 外の学校活動では 予防の徹底を行う。
熱中症予防について球技大会 かった。 熱中症になる生徒
・体育祭を通して啓発活動す はいなかった。

③環境問題・防災へ る。 〇防災クラブの活動を発
の意識高揚と校内 ・避難方法を確認で 展させ，防災意識の高
環境美化に努め ③ -1 避難訓練を各学期１回以上 ・１学期に２回，２学期 きた。 揚に努める。

Ｂ
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る。 実施する。 に３回実施した。 Ｂ

③ -2 アンケートで｢校内美化活 ・生徒・保護者の「おお ・ごみゼロ運動を環 環境美化に率先して取
動に積極的に取り組んでい よそあてはまる」以上 Ｂ 境 HR 活動として り組む。
る｣の割合が 80 ％以上とす の割合が 78.5 ％であっ 位置づけ，積極的
る。 た。 に清掃活動に取り 〇節電・節水のために確

組むことができ かな行動ができるよう
③ -3 電気・水道使用量を昨年度 ・HRや集会などで呼び た。 にする。

より 5％削減させることをめ かけ，日々の電気・水 Ｂ ・電気・水は限りあ
ざす。 道量の削減に努めた。 る資源ということ

を意識させ，削減
④ 交通事故防止に努め重大事故 ・自転車および自動車と に努めた。

④安全教育を徹底し 発生数は年間０件をめざす。 の接触事故が数件発生 Ｂ
て事故防止に努め した。自己内容は，い
る。 ずれも軽微な事故であ

った。
・本年度発生した事故

活動計画 活動計画の実施状況 は，すべて自転車が関
係したものである。自

① -1「ほけんだより」を発行し， ・コロナウイルス感染症予防 転車事故は，被害者に
感染症や食中毒への予防意識 対策を徹底したので感染症 ・本校生徒は自他の も加害者にもなり得る
を高めるなど，健康教育を推 や食中毒の発症もなく，健 命を大切にする気 との認識を忘れず指導
進する。 康教育の充実に繋がった。 持ちが非常に強く を継続したい。また，

，交通ルールやマ 時間に余裕をもって通
ナーを守ろうとす 学するよう訴えていき

① -2 保健委員がこまめに手洗い ・今まで以上に手洗い，うが る姿勢がある。 たい。
用石けんやアルコール消毒液 い，アルコール消毒の徹底
の補充に努める。 が出来た。
保健委員会が中心となり富
東祭での保健展を充実させ
る。

① -3 新型コロナウイルス感染症 ・三密を避け，毎日予防徹底
の予防の徹底を図り感染者を の啓発を行い，今のところ
出さないようにする。 感染者は出ていない。

② -1 生活習慣病予防についての ・全員が高いレベルの作戦を
課題やテーマに統一させて健 立てて実施出来た。
康力アップ作戦を実施する。

② -2 体育祭や球技大会を利用し ・行事の縮小や中止により実
て，熱中症予防や食事と健康 施しなかった。
について専門家に講演を依頼
する。 〇地域との連携をはか

り，防災リーダーとし
③ -1 地震や津波に対する備えや ・コロナ禍の中，密になるこ ・災害時に生徒が適 て活動できる生徒の育

対策について学び，自助と共 とを極力避けながらの訓練 切に行動できるよ 成をめざす。
助の精神を養う。生徒防災委 であった。それでも何度も うな訓練を実施
員長がアピール放送を行い， 行うことで全校生徒の防災 し，防災意識の向
防災意識を高める訓練を行 意識を高めることができ 上を図った。
う。 た。 〇ごみの分別を徹底し，

環境美化に率先して取
③ -2 毎日の清掃活動を「５分前」 ・清掃「五分前」の放送は， ・清掃は時間を守り り組む。

にとりかかる姿勢を身につ 環境整備委員より毎日実施 各学年，積極的に
け，校内の環境美化に取り組 できた。また，分別を促す 取り組むことがで
む。ゴミ削減のため，モノを ポスター等により校内外の きた。ごみの分別
大切に使う精神や分別作業を 美化に取り組み，ゴミ削減 は正しくできてい
徹底するため啓発活動を積極 に努めた。 ないところもあっ
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的に行う。 た。 〇節電･節水のために確
かな行動ができるよう

③ -3 電気・水道使用量を広報し， ・HRや集会などで節電・節 ・今夏はコロナのこ
節電･節水を呼びかける。 水を呼びかけ，削減に努め ともあり，換気を にする。

た。 徹底したため，例
④ 交通マナー，事故防止につい ・学期末には生徒指導課長が 年にもまして電気

て集会や HRで指導を行う。 全校生徒に対して「命の大 料が増えた。その
切さ」を訴えた。ＨＲでも 中でも注意喚起し
適宜，担任が注意喚起を行 削減に努めた。
った。各学期１回の街頭通
学指導を通して交通マナー
に対する意識の向上を図っ
た。

［７］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
家庭・地域社会
との連携による ①年間計画・学校行 ① -1 ホームページのアクセス数 ① -1 ホームページのア (評定) ホームページの作成や編
「開かれた学校 事等の情報をホー が年間 15 万件以上になるよ クセス数は，7,171,645 Ａ 集を生徒にも協力させてみ
づくり」の推進 ムページで発信す うにする。 件(4/1～ 1/18）だった。 ても面白いのではないかと

る等，積極的な情 目標を達成した。 思う。
報発信を行う。 当然，情報教育の一環と

① -2 ホームページの更新回数は， ① -2ホームページの更 (所見) もなると考える。
年間 300回以上とする。 新回数は，360回だっ Ａ

た。目標を達成した。 ・HP更新回数，ホ コロナ禍で多くの行事が 〇新型コロナウイルスが
ームページアクセ 中止になってしまったが， 収束しない限りは，教
ス数ともに，目標 ホームページへのアクセス 育活動の工夫した実

② PTA・同窓会・地 ② -1 PTA 総会の保護者参加率 50 ・新型コロナウイルス感 値を達成すること 数が増加したのは，コロナ 施，場合によっては規
域社会と連携して ％以上，文化祭一般公開日の 染予防対策のため，Ｐ Ｂ ができた。今年は 禍だからこその対応で良か 模縮小や中止を余儀な
一体となって生徒 来校者数 1,000 名以上をめざ ＴＡ総会を中止，文化 新型コロナウイル ったと思う。 くされる状況にある。
を育む環境をつく す。 祭は非公開とした。 スによる緊急事態 安心・安全な学校生活
る。 宣言中の学校から コロナ禍という異状時に となるよう今後も文書

② -2 各学年の「保護者対象進路 ・１年生は 57％，２年 の連絡をＨＰで行 おいて，当該年度の教育目 やＨＰで御家庭に情報
説明会」保護者参加率 60 ％ 生は 67 ％，３年生は B ったため，感染状 標や評価尺度は柔軟に変更 発信し御協力いただき
以上をめざす。 況に応じた変更を し，その上で，取組の成果 ながら，できる限り充

57 ％であった。 ＨＰで確認するよ を外部に発信することが大 実した教育活動となる
う促していたた 切なのではないかと思う。 ようにしていきたい。

② -3 地域との合同避難訓練の参 ・本年は，地域との合同 め，アクセス回数
加者（保護者及び地域の方々） 避難訓練はおこなわな C が大幅に増えた。 ○就職や進学に関する現
の数を合計 100 名以上にす かった。 ・ＰＴＡ総会は中止 状や試験の情報などを
る。 としたが，議案書 適切に提供すること

③学校評価制度や学 配布後，御意見を で，家庭において保護
校評議員制度の活 ③ 学校評議委員会を年間 1 回以 ・今年度は感染防止のた 承る期間を設け， 者と生徒がともに進路
用等で学校の活性 上開催し，意見を伺う。 めに，2 月に文書会議 B 開催時と変わらな について考える機会を
化に努める。 を実施して意見を伺っ い双方向のコミュ 増やしていきたい。

た。 ニケーションに努
めた。

活動計画 活動計画の実施状況 ・文化祭は非公開と
したため，地域の

① -1 適宜，必要な情報発信を行 ・更新回数，アクセス数とも 方との交流は出来
う。生徒や保護者には，定期 目標を達成することができ なかったが，校内
的にＨＰを閲覧するよう呼び た。 において感染者を
かける。 出さずに教育活動

が継続できた。
① -2 学校行事や部活動実施後に ・新型コロナウイルス感染予 ・本年度はコロナの

更新する。 防に関する対応した学校行 影響で保護者対象
事の変更や，部活動大会実 進路説明会の出席
後の結果報告などが，速や 率が昨年より下が
かに更新されていた。 った学年がある。

それでも参加率が

Ｂ
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② -1 ＰＴＡ役員会やＰＴＡ総会 ② -2新型コロナウイルス感 上がるよう広報も 家庭との連絡・連繋は極
で，保護者や地域の方からの 染予防による学校行事変更 含め保護者に興味 めて大切だと思うが，生徒
教育支援があれば申し出て欲 への御理解，家庭での取組 を持ってもらえる 個人との信頼関係が，やは
しい旨をお願いし，時に，適 み事項の協力依頼などを文 内容を検討してい り最も大切だと思う。
切な教育支援を受けながら， 書やＨＰなどで行ったが， きたい。
生徒・地域社会・学校が一体 御理解・御協力頂き，安心 なかなか簡単ではない場
となって，充実した教育活動 ・安全に教育活動を行うこ 合もあると思うが，努力し
が行えるよう努める。 とができた。 てもらいたい。

「服のチカラプロジェクト」
への不要な子ども服提供呼
びかけを，校内だけで行っ
たところ多くの衣服を御提
供いただいた。エシカル推
進の取り組みは，生徒の御
家庭の御協力により推進出
来た。

② -2 進路に関する情報提供を積 ・必要な進路情報が適切に学
極的に行う。 校から提供されていると答

えた保護者は 91.3 ％であ 〇地域との連携をはか
った。 り，防災リーダーとし

て活動できる生徒の育
② -3 自主防災組織との合同訓練 ・コロナ禍により，制限があ 成をめざす。

を行うことで，地域住民との り合同避難訓練はおこなわ
連携を図り，共助の精神を養 なかった。
う。

③ 学校評価アンケート結果を 2 ・学校評価アンケートを 12
学期末に実施し，その結果を 月に実施した。1 月末にそ
もとに 3 学期に学校評議委員 の結果を学校評議委員に送
会を開催する。 付した。密を避けるため，

今回の評議委員会は文書会
議とした。

［８］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
伝統を受け継ぐ ○通学時の挨拶の声が小
さわやかな校風 ①文武両道を遂行 ① 学校評価アンケートで「私は ・自己評価が当てはまる (評定) さいという印象があ
の樹立 し，礼儀正しく「さ 友だちや先生方にきちんとあ 生徒は，93.0 ％と大き Ａ る。形式的なものでは

わやかで活力あふ いさつができている」につい く目標を達成した。 なく心のこもった挨拶
れる富東」の精神 て「おおよそ当てはまる」以 が大切であるというこ
を高める。 上が 80%以上になる。 とを様々な場面で全教

員が伝えていきたい。
②部活動を通じて， ② 部活動に入部していない生徒 ・５月末の学校再開後ス (所見) 部活動を通じて，競技成 「挨拶で心ふれ合う富
強固な意志を持っ を 6 ％以下にする。四国大会 タートした部活動であ Ｃ ・校内では挨拶がで 績の向上だけでなく，人間 東」のキャッチフレー
てたくましく生き 以上の大会への出場部数を ったが，兼部する生徒 きる生徒が多く活 教育の場としての性格を強 ズに負けない，さわや
る精神力と心豊か 10 部以上にする。 もいて入部率は 100% 力が感じられる。 めていってほしい。 かな挨拶ができる生徒
な人間性を育成す を超えた。大会はほと 一方，挨拶ができ を育てていきたい。
る。 んどが中止となった。 ない生徒も一部見

受けられる。
③地域社会の期待に ③ 学校周辺や避難経路の清掃を ・HR活動でごみゼロ運 〇ごみゼロ運動を環境
応えるとともに清 各クラスで年２回以上実施す 動の日を設定し，学校 Ａ HR 活動として位置づ
潔な環境の中で， る。 周辺の校外清掃活動に け，次年度も継続して
心のふれあう校風 取り組んだ。 実施していきたい。
を樹立する。

活動計画 活動計画の実施状況

① 生徒会役員による朝のあいさ ・毎月１回，生活委員（生徒
つ運動を定期的に行う。 会活動）による朝の挨拶運

Ｂ
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動を実施した。

② 中高の部活動の交流を活性化 ・部活動が自由に行えない，
させることで，協同の精神を 少人数・短時間での活動に
育成する。部活動紹介等を充 加え，部活動紹介も中止と
実させることで入部率を上げ なり，交流がほとんどでき
る。 なかった。

③ 防災クラブや整備委員が中心 ・ごみゼロ運動と連携し，地
となって清掃を実施し，地域 域の清掃活動を行った。 〇地域との連携をはか
の美化と安全に貢献する。 り，エコを発信してい

く。

［９］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○電子黒板の活用が進
教職員の資質向 んだが，対面授業の制
上 ①教職員が自発的・ ① -1 相互授業参観を年 2回以上， ・相互参観授業は 1，2 (評定) 限で，授業改善は不十

積極的に校内外の 研究授業及び授業研究会を年 学期に各 1 回実施し Ｃ 分であったと思われ
研修に参加し，自 2回以上実施する。 た。研究授業及び授業 る。次年度は GIGA ス
己研鑽に励むこと 研究会は実施できなか クールにも対応できる
によって，生徒が った。 よう，さらに校内外の
意欲的に取り組む 研修の機会を増やし奨
授業を創造すると ① -2 教職員が「熱心に授業に取 ・教職員が「熱心に授業 (所見) 励していきたい。
ともに，確かな学 り組んでいる」，「授業に様 に取り組んでいる」に Ａ ・環境整備が進み，
力を育成する。 々な工夫をしている」に対し ついて，おおよそ当て 慣れもあって，電

て「おおよそ当てはまる」と はまる以上とした生徒 子黒板活用は進ん
答えた生徒がそれぞれ 80 ％ が 89%，「授業に様々 だ。対面授業の制
以上とする。 な工夫をしている」が 限で授業改善に十

86%であった。 分取り組むことが
できなかった。

① -3 外部講師による職員研修会 ・外部講師による職員研
を年間 3 回以上実施する。 修会は年間 2回（情報 Ｃ

セキュリティ，ギガス
クール）であった。

① -4 校外における研修（指導力 ・進路関係及び教科指導
向上研修等）にのべ 50名以 に関する説明会や研修 Ｃ
上参加する。 会の参加はのべ 32 名

であった。

活動計画 活動計画の実施状況
・本年度はコロナの ○本年度から実施される

① -1 授業研究や相互参観授業を ・研究授業や授業研究会はで 影響で，説明会や 大学入学共通テストや
効果的に実施し，授業力向 きなかった。 研修会の実施が少 多様化する入試制度の
上に活かす。 なくなった。特に， 結果を踏まえ，次年度

教科指導に関する に活かせるよう教科指
研修については県 導法や進路関係の研修

① -2 教材研究にあてる時間を確 ・いつ休校になるかわからな 外ということもあ
保し，アクティブラーニン かったため，授業進度を進 り参加することが
グや ICTの活用を積極的に めることに重点が置かれ できなかった。 を進めていきたい。
取り入れる。 た。実験・実習・演奏・話

し合い活動が制限されたた
め，「主体的･対話的で深
い学び」まで十分にできな
かった。定時制教室や特別
教室にもプロジェクターが
入り，ICT の活用は進んだ。

① -3 教育相談，学力向上等に関 ・GIGA スクールのための研
修を実施した。

Ｃ



- 12 -

する研修会を実施する。

① -4 校外研修を教職員に広報し， ・校外研修はほとんどがオン
研修を勧める。 ラインになった。参加者は

あまり増えなかった。


